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1.緒 論
化学工業の領域において触媒担休，農薬補助材，耐火断熱材，充填材，ダイナマイト原料等
ま々ことに多端な用途をもっている珪藻土はそれ自体は人体や高等動物仁たいしてまったく無害なも
のであるが，その乾燥粉末を比較拘休揮の小さい昆虫の休表面仁ふりかけておくとある程度の殺虫
効果を呈することがしられており， このような化学的にみてまったく不活性な徴粉による殺虫現象を
きして Zach町 効果リ}とよんでいる.
珪蔀土はその成因からみれば湖沼性， 海洋性の2種類があるが， いづれにしても，とおく地質時
代において水中に繁殖したブラックトソの1種である珪藻の遺体が沈澱堆積して生じた珪藻骸泥
Diatomaceous-gyttja(めがその母体をなしてやる.また珪藻土の化学的組成は産地によって若干
ことなっているが，その主成分は無7J<.珪酸 Si02であって，含有率は70-90%のものが普遁とされ
ているtB)
一方現にあたらしく生成されつつある湖底堆積物の分析成積仰向をみると， これも湖沼の種類
によってかなりの変動があるが， Si02の含有率がとくに我国の貧栄養型湖沼において多くみうけられ
るようである.また大陸棚をはるか仁はなれた遠洋性の海底堆積物加は粒子がきわめて徴細であり，
とくに育泥，珪藻軟泥， 放散虫軟泥， 赤粘土などは Si02の含有率はいづれも50%以上とされ
ている.
筆者はさきに本邦産湖底堆積物のうち，鹿兜島県池田湖， 青森県泳軽十二湖の試料について
その Zacher効果を努表【7)(8)したが， 今回は我国最大の湖沼である琵菅湖，ならびに海南島沖
で採集された海底堆積物について若手実験をおこなう機会をえたので，ここにその結果を発表する.
貴重な試料を分与された京都大学大津臨湖実験所長上野益三教授， 東京水産大学海洋学教
室新野弘教授にあっく御礼申上げるとともlこ御指準を賜った恩師岡山大学，農学部教授春川忠吉
博士lこ深謝する.なおとの研究は文部省科学研究費の補助をうけたことを明記し， かっこの栂要は
学術月報別冊資料約ならび仁日本陸7.K学会第20回大会仰においてすでに予報ずみである.
1.責験材料及方法
この実験にもちゃた徴粉はっきの3種類である.
1.琵菅湖荷底堆積物
琵菅湖北部雄絵沖深度 56mの地点仁おいて上野益三博士じよって採集されたもの.乾
燥扶態で次色を呈する.
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2.海南島沖青泥
東支那海の海南島沖深度 15∞mの地点仁おいて新野弘樽士仁よって採集されたもの.
乾燥吠館で友色を呈する.
3.珪藻土
市販品〈武田化学薬品株式会枇製品，規格化学用〉で産地は不明，乾操扶態におい
て淡黄白色を呈する.
第 1 図 琵琶湖々 底堆積物微粉の電子頻微鏡写真
a b 
(鉱大率)(1万倍 安江原図〉
以上の試料をメノー乳鉢のなかでよく粉砕したものを局方飾第6号飾目を遁過きせて粒子の大き
さを大体一定以下どした.光学顕微鏡仁よって観察すると琵琶湖の試料はもっとも粒子が徴細であ
って大部分のものが 1--2μ以下であり， また予期に反して珪藻設はほとんどみあたらず， 不定形
の硝子破片献の徴細粒子が多くみられた. 第1図はこの電子顕徴鏡写真〈拡大率x1万傍〉を
しめしたが， これは該粉末の水道水懸濁液を1分間超音波照射をおこなって単位粒子にまで分散
させたものをフオルンパー ルの薄膜上にすくいあげ，試料に陰影をつけるためこれに金属Gennanium
による真空蒸着をほどこしたものである. この写真は Shadowingがつよすぎたきらいがあるが，その
外部形態はこれによっても明瞭にみることができる. ちなみlこb図による最大粒子の直径は1.5μ で
ある. (電子顕微鏡写真撮影にあたっては操作を御指事いただいた京都大学化学研究所水渡研究
室荒川正文氏に謝意を表したい.)
3種類の試料は殺虫試験をはじめるまえにnoocの乾熱のもとにおいて恒量となるまで乾燥し，
試料のなかにふくまれている湿分を放逐したのちデシケー ター 内に放置しておいたものを使用した. こ
の操作は粉末のもつ含有湿分の多少によってその殺虫効果がある程度左右されることが長沢(川の報
告によって判明しでし、るから，これによる誤差を可及的1こ小ならしめるためである.
実験方法は前報仰とほぼ同様である. すなわち直径 5cmの小型ジャー レのなかに粉末をそれぞ
れO.5grづっ投入しておいて， このなか仁コクヌストモドキ成虫を 30~あてやれて査をなし，虫休に
粉末がよく附着するようにジャー レごと少しくふり動してのち，これらの容器ごと混度270C，関係湿
度約70%に保ってある恒湿器内におき，以後毎日一定時刻に1回室内にとりだして各容器につい
て昆虫の生死を観察した.なおこの実験はさる 1950年，岡山大学農学部省虫研究室仁おいておこ
なったものである.
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11.賓験結果
実験開始後，各試験区において日数が経過する仁したがってコクヌストモドキが死滅していく割合
を具体的の数値でしめすと第1---3表のなかで左から第1....3列仁わたってかかげた. ただしこの殺
虫率l士連続性にたいする YATESの補正をおこなってある・いまこの結果にもとづき経過日数に対応
する1日あたりの死虫頻度の変異多角形をえがくと第2図にしめしたようになる.これによってみると
3種の微粉のうちで， もっともはやくコクヌストモドキが死滅するのは琵琶湖k底堆積物で処理した
区であり，珪蔀土がこれ仁つづき，海南島沖の背泥徴粉の殺虫効果が一番緩慢であることが，この
図仁よってほほ察知することができる.
第 2図 微粉貨国によるコクヌストモドキ Triboliumcastaneumの死虫頻度分布図
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A:琵琶湖々 底堆積物処理， B:海南島沖青泥処涯， C:珪藻土処理
さてこれら徴船の殺虫効果の有効度を具体的仁評価する方法であるが， これ仁ついては BLISS
(1田7)(12)が致死時間によってあらわされる昆虫の薬剤にたいする感受性が， 致死時間仁かんする
種kの画数値にたいして正規分布をするという仮設から出発して， 時間一殺虫率曲線 time-
mぽ talitycurve 1弐変換をおこなし、，彼独特のProbit法仁よりこれを評価してやるので，筆
者の実験結果もこれ仁したがって整理することにした. 時間ー殺虫率曲線は実験中の温度， 湿度
ならびに薬剤の濃度をすべて一定条件のもとにおき， 時間的経過につれてこれに対応する供試昆虫
の唯一の個体群のしめす刺戟反応量， すなわち'筆者の実験では死虫率が変化していく程度をみるわ
けである. この場合一定観察時刻ごとにえられる測定値は相互に独立ではなし むしろ強度の相関
がある. たとえばある特定の時刻における死虫率はそれより以前の作用時聞における死虫率より低い
ことは絶対にありえない. いわばこの種の薬剤試験においては反応量の累積百分率を直接に観察し
ていることになるからである.
しかるに従来この種の実験の整理にあっては便宜的にではあるが， Probit法による漢度ー殺虫
率曲練 dorsage-mortalitycurve仁関する計算法制がしばしば適用されているが，該曲棋の場
合仁は一連の各濃度区の実験はおなじ母集団にぞくする別kの個体群を使用するのであるから各濃
度区ごと仁えられる測定値はたがい仁まったく独立であることが骸計算法の前提条件となっている.
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したがって時間一殺虫率曲棋の算定にあたり，濃度一殺虫率幽練の計算法をなすことは理論的に
いって正しくなやといえる.もっとも時間を独立変量にとった場合でも各観察時刻ごと仁別均の個体
群を使用するときは相隣接する測定値はたがいに独立してくるから， この場合の計算法は当然濃度
一殺虫率幽線の方法仁よらなければならない.
きて BLlSSが考案した時間一殺虫率曲糠の計算法は1種の図解法であり，まづ図上解析が第
1段階となるが， これには経過時間仁対応する累積殺虫率をProbit単位に換算してこの数値を
縦軸とし，横軸には昆虫の感受性の分布を正規化するため仁経過時間の実数， 逆数， 対数..2JS-
方根， 二乗等有をまったく経験的仁とってみて， 実験をおこなった当該時系列仁ついて何らかの定
常性をみつけなければならない. 筆者の実験仁おいては第3図にしめしたとおり経過時間の面白数値と
して琵琶湖々底堆積物仁ついて対数，海南島沖青泥については逆数，珪藻土については平方根値
をとればそれぞれの時間ー 殺虫率曲線を1衣変換なしうることが図上解析によって判明した.
BLlSS (1937)<lt) 1 1衣変換をおこなった結果えられる回帰線がただ 1本の直棋仁なるのを完全
型時間ー殺虫率曲棋completetimEトmoralityc町 veとなづけ，また回帰棋が途中で折れまが
って数本の直線に分けられたり， 累積曲線のわづか一部分のみが直線化される場合をきして不完全
型時間ー殺虫率曲糠 incompletetime-mortality curveとして区別し，それぞれ別途の計算
法を発表した.不完全型では重要な数値を図解法に依存している点で， 完全型とややことなってい
る. 第3図をみて明らかなよう仁， 筆者の実験では当然後者の方法によらなければならないことがわ
かる.ここでは分岐点をもっ回帰線のうちでProbit5の座標をその線分のうえにのせているものを主
回帰棋とし， これに連らなる他の直線部分を従回帰糠とするならば， 後者をすなわち本実験では下
第 3図 BLISSのProbit訟による不完全型時間一殺虫率曲線一次変換を符って求めた
徴務処理コクヌストモドキ Triboliumcastaneumの測定値と回帰線
十xl∞
。 S三、 A帥
7 1-
'1 . E 「竺、
。B 国 "，' 
I &.1 I I ， 
、制- bJ- / '110 
~ 6ト 。 、ι.，' 
， a-F、.ν、
5ト一一一一一一一一一一一一一一一一一 J 一一一一一----1lf.-一一----150
4ト..A ， ._. I JY : 
3ト イ /ピ
ω0.5 0. 7 0.9 ]JJ 1.6 2ρ2.6 3.0 
log t 〆T
経過日数くt)
A:琵琶湖身底堆積物処理， B:海南島沖青泥処理， C:珪藻土処理
左縦車曲は殺虫寧の Probit単位，右縦軸Ii殺虫百分率をしめす.
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方の部分を人需的仁切りすてて下端切断 lowerend truncationをおこなった主回帰棋について
のみ所定の計算を実施する.
いま第3図について説明すれば1弐変換の結果えられた主回帰線 A，B，Cから致死時間の平
均値t.をよむ.すなわちこれらの主回帰棋とProbit5， あるいは50%殺虫率の横軸との交点の
x座標をよめば琵琶湖k底堆積物=0.日5，海南島沖青泥=6.回，珪蔀土=2.720をうるこ
とができる(第4表第1行目).つぎに標本標準偏差sは主回帰線上における 1Probit単位の
横軸における距離をもってあらわされるからこれもただち仁わかる(第4表第2行町.っき仁切断点
T， point of truncationは主回帰線上仁のる最下の観察点のx座標をよむ. もし標本がこの実
験におけるように階級わけされているときは該点をふくんでいる最下の階級の下端の数値をとるのであ
るが， Tの相対位置は第1-3表においてそれぞれ第5列中に太字をもってしめしておいた. この
段階までは手元にもし殺虫百分率-Probit変換表がなひときは市販されている正規確率紙を利用
するならば， これどまったくおなじ数値を図解法でうることができることを念のため附記しておく. これ
でtm，s， Tの数値が定ったので BLISS(12)の不完全型時間一殺虫率曲棋にかんする公式X1Vに
したがって，つぎの統計量を計算する.
1_ T・::'=ー-EE…H ・H ・....-(1 ) 
筆者の実験のように観察時間仁ついて階組わけをおこなっているときは分類誤差の彰響をうけてい
るから当然 SHEPPARDの楠正をほどこさなければならない. いま標本標準偏差の補正値を S<とす
れば，標本分散~はっきのとおりとなる.
2・(f，')
一寸dL...H・H・..・H・'-(2) ..p 
(2)式は BLISS(12)が完全型時間一殺虫率曲線仁たいしておたえている公式 IIを不完全型
算定のため若干改変したものである. npは主回帰練上にのる反応昆虫の総数， fはこの区間にお
第 1表 琵琶湖々底堆積物
2 3 4 5 6 
経過筒歎 死虫f銀度 累積9殺'0虫. aef::曲~依t 経諸島回1(刻数Eのt対e: 階級豊島z 。
3 
5.0 3.3551 0.000 
4 
2 16.7 4.0339 0.3010 
6 0.1761 
3 33.3 4.5684 0.4771 
14 0.1250 
4 66.7 5.4316 O.E氾21
0.0485 
5 91.7 6.3852 0.6990 
2 0.0792 
6 96.67 6.8344 0.7782 
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ける各階級の反応昆虫の頻度， したがってその総和 Ifはnpに等しくなる. iは正規型仁変換
された時聞にたいする各画数値の階級差であって， 第1-3表においては第6列目に主回帰線に
第 2表 海 南 島 沖 青 泥
1 2 3 4 5 6 ‘a，日放 ~.銀民 累積磁風車 確・車位 経過日放の費量IX "a. 
t t %ロ Probit -+-x 1∞ s
5 
6 1.7 2.8799 16.“7 
7 5.0 3.3551 14.286 
2 
8 10.0 3.7184 12.5∞ 
9 15.0 3.9636 11.111 
10 18.3 4.0960 10.000 
1 21.7 4.2176 9.091 
12 25.0 4.3255 8.333 
13 28.3 4.42印 7.692 
3 0.549 
14 35.0 4.6147 7.143 
2 0.476 
15 43.3 4.8313 6.667 
4 0.417 
16 53.3 5.0828 6.250 
3 0.368 
17 65.0 5.3853 5.882 
4 0.326 
18 76.7 5.7290 5.556 
0.293 
19 85.0 6.0364 5.263 
0.263 
20 88.3 6.1901 5.000 
2 0.238 
21 93.3 6.4985 4.762 
0.217 
22 98.33 7.1272 4.545 
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第 3表珪
3 
裏表裏亙事
%c 
藻
?
2 1.7 2.8799 1.414 
3 5.0 3.3551 1.732 
4 8.3 3.6148 2.∞o 
5 11.7 3.8099 2.236 
4 0.213 
6 20.0 4.1584 2.449 
13 0.197 
7 48.3 4.9574 2.646 
2 0.182 
8 73.3 5.6219 2.828 
3 0.172 
9 81.7 5.9040 3.000 
2 0.162 
10 90.0 6.2816 3.162 
2 0.155 
1 96.67 6.8344 3.317 
所属する部分だけしめしてある. したがって SHEPPARDの補正をおこなった結果， (1)式はつぎの
よう仁書き変えなければならない.
干-tx'=一三71・H ・H ・..・H ・-(3)
っき仁致死時間の平均値九，ならびに標本標準偏差の分散は BLlSS(12)の公式XV，Xvrζよ
ってそれぞれつきのどおりとなる.Nは切りすてた部分もふくめた使用昆虫の総数である.
V(品〉=ttE-(4〉
vω=長G........(5) 
ここに常数 E，Gは(1)式，或は (3)式によって計算された統計量 Vのいろいろの値lこた
いしてBLI舗聞の報文中の第8表に数値表としてのせてあるから，これからよみとることができる.た
だし骸表仁のっているがの値は小数点以下第1位までしかあげていないので，通常多くの場合は補
間法仁よってこれを求めなければならない.さやわい仁して骸表では常数 E，Gの数値については第2
階差， 第4階差までがしるしてあるから， EVE昭 π の補間公式lこしたがう方が都合がよい. この
実験においては3試料ともに， 切りすてた区間の供試昆虫の個体数が総数の1/3未満であったから
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第 4表 不完全型時間一殺虫率曲線数値計算表
琵琶湖h底准f貨物 海南島沖脅泥 発漢土
log t -~-X1∞ t Yt 一←
t"， 0.535 6.5C 2.720 
2 s 0.125 1.25 0.33 
3 I(fi'l) 0.419714 3.199682 0.941531 
4 N 30 30 30 
5 np 23 21 26 
6 sc 0.1187 1.2490 0.3254 
7 8.425 
sc 
-{).801 3.073 
8 T 0.3010 7.692 2.236 
9 x' -1.97135 0.95436 1ー.48740
10 s宮 0.0156 1.5625 0.1089 
1 S2 0.0005208 0.052083 0.00363 N 
12 E 1.00294 7.55129 1.0115897 
13 G 0.52028 4.23077 0.55762 
14 V(t隅) 0.00052お3 0.39329384 O.∞367207 
15 V(s) 0.0∞27096 0.22035096 0.002024 
16 y"V(t"，) 0.02847 0.62713 0.0ω598 
17 〆V石ア 0.01646 0.-46942 0.04499 
18 LT50 0.535土0.0285 6.50土0.627 2.720土0.061
第4次補聞はおこなわなかったく第4表第12.，13行目). つぎに (4)，(5)式仁より計算した
致死時間の平均値tm及標準偏差の分散は第4表，第14.，15行目仁しるした. したがってそれぞ
れの標準誤差はこの平方根であるから， これは同表第16.，17行自のとおりで，第18行目は50%
殺虫率をしめす LT50 (Median lethal time)の数値で各経過日数の画数値をもってあらわし
てある.
IV.考 察
• 
前章仁おいては実験結果をProbit法仁よる不完全型時間一殺虫率曲線の算定法仁したがって
整理したが， これ仁よりコクヌストモドキ成虫のもつ3種の徴粉仁よる刺戟にたいする感受性は微粉
か作用する反応時聞のある l画数値にたいして正規分布をすることがわかった. そして正規曲線の横
軸を決定する画数は徴粉の種類仁よってことなっていて， 1衣変換の結巣えられた回附泉は3試験
区とも屈曲現象がみられた. これはあたかもたがいに致死機構や殺虫能率のことなる2種類の薬剤
を混用したとき仁，その薬量一殺虫率曲棋にみうけられるところの連合作用， とく仁Independent
joint action刊に相当する現象である. 何故仁このように実験期間の前， 後半仁よって殺虫能
率がことなってきたかlこついては問題がきわめて複雑であるため， 精しい吟味は後日仁ゆづることにす
る.
けれどもここ仁連合作用と関聯することであるが， BLISS (1939)<同}はクルミ実蝿，Rhagoletis 
comρleta仁たいして珪弗化物および熊糟微粉をふりかけた場合にえられる時間一殺虫率幽糠を1
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ヨた変換した結果，前者の粉末では回帰線は直線となり，対照区である後者の場合は回帰線が殆ん
ど途中で折半して中くぼみの扶態をしめした. これは対照区である熊楢をふりかけた方の供訣昆虫の
自然死が加算された結果に起因すると結論をくだしている. 勿論このようなことも当然考えられるの
であるが， 同実験においては熊措は一応クルミ実蝿にたいして全く無害であるように彼はかんがえて
いる. 熊糖は水溶液として昆虫にあたえるときはもちろん虫にとって申し分のない栄養となるのである
が，これを固体のかたちで徴粉として体表面仁ふりかけた場合は事情がことなってくる.
周知のように蕪橋は現今ではカラムクロマトグラフlこさかんlこっかわれているほどで， 化学的には不
活性であるが物理的には非常にすぐれた既婚剤であって脱水
能力も大きし¥ したがってこれを粉体で抵抗性のよわや見虫
仁あたえたときにはいわゆる Zacher効果を発揮するものと
かんがえられるから.BLlSS(14)がおもっているような薬剤l試験
仁おける対照区の物質となるべき性質のものではない.
筆者は試みに手元にあった角砂糖の1個をメノー乳鉢で
粉砕して，この熊糖粉末0.2grを，あらかじめ玄米10gr.
コクゾウ Calandraoryzae 50 1:f (洞化院出当日分)を牧
めてある容量30ccの無色硝子製広口瓶に入れて査をして，
熊糖の粉末がよく虫休および玄米粒子に附着するように若
干時間撮ってから，温度270C.関係湿度70%の恒温器
において毎日 1回これを室内仁とり出して死虫数をかぞえて
いった. その結果は第5表にしめすとおりであって， 熊糖の
徴粉末にたいしてはコクゾウの成虫はきわめて抵抗力がよわ
いのである.
もちろん供試昆虫の種類仁よって熊糖のもつ Zaher効
呆の程度はことなってくるであろうが，以上の筆者の小実験から考えて BL1SS附の論文第5図仁え
がいてある薫糖給与区のB回帰棋のしめしている死亡率はその昆虫の自然死の分のみが加算された
ものと考えるよりも熊槍粉末自体のもつ極めて緩慢な殺虫効果の影響がさらに累加されているものと
解釈せきるをえない. つまり蕉糖に有害作用があるために対照の実験例としてはあまり適当したもの
ではないのである.
しかし彼もしるしてやる“自然死"による累加作用も無覗しえないことは筆者の場合仁も等しくい
える. この実験におやては3種の徴紛処理によってえられる実際の殺虫率を基準において， 相互の
効力比較が目的であったから， コクヌストモドキ本来の食餌である小麦粉のみで飼育した試験区は
設けなかった. けれどもここにその成蹟表はかかげていないが， なんら徹粉も小麦斡もあたえずまった
く絶食扶態のもとで処理区と同様の讃境条件に放置した区においては相等仁飢餓仁よる死亡がみう
けられた.すなわち絶食日数10日間仁おいて15%. 20日間で18%の死亡率をしめし， 中央致
死日数は35.即日であった.
やま第4表仁しめした諸数値にもとづいて各微粉処理区仁おけるtmの実数， つまり中央致死時
間およびその信頼限界をかかげると第6表第1.，2行自にしるしたようになる. これ仁よってあきら
かであるが.5%の有意水準に:t3~，て， もっとも殺虫効果の強力な微粉は琵琶湖荷底堆積物であっ
てその中央致死時聞が3.428日， つきが蕗蔀土の7.3回日，海南島沖青泥は15.38日でもっと
第 5 表
コクゾウに及lますm;精微粉の致妬作用
??
? 。
??
??? ?
??????
?
????
?
累積死虫寧
対照
否。
0 
0.5 
0.5 
0.5 
0.5 
0.5 
0.5 
0.5 
0.5 
0.5 
経過
日数
???
?????
???
(47) - 47ー
も効呆が弱い. 蕗藻土のコクヌストモドキ成虫仁たいする殺虫効果を1止すれば琵琶湖微粉はその
2.155傍，青泥は 0.480傍となる. また同表第4行目にあげてある各微粉の問帰方程式によって
推定した回帰線をえがいてみると，第3図にしめしてある A，B，C各予備回帰棋と図上ではあらわ
せなやほどの僅少の差をもって殆んE完全に一致する.
この実験にもちいた琵琶・澗の試料は主湖盆にぞくする琵琶湖北西部の同澗とLては深度の大きや
地点でとられたものであって，さき仁筆者によりきわめて強力な効果があると報告された鹿児島県池田
湖の湖底堆積物は深度220mの湖底からの試料で両湖ともに我国における典型的な貧栄養型の湖
沼である点が興味がある. 吉村(めによれば我国の貧栄養湖の湖底堆積物には Si02の含有量が諸
外国仁くらべて比較的多いとされているから， 琵琶湖底堆積物の場合も燈子顕微鏡写真の模様と
相候って恐らくきわめて微細な Si02の粒子が多いのではあるまいか. もっとも正確には化学分析の
結果によらなければ云えなやであろうが， 筆者による既往の研究〈川仁よって Si02自体の殺虫効果
がきわめてすぐれていることからみて，大体この推察は当をえているのではないかとおもう.
第 6 表
A B C 
琵琶湖4底堆積物 海南島沖轡泥 詫藻土
中央致死時間 3.428日 15.385日 7.388 a 
信額限界 (p=0.05) 3.898-3.084日 18.971-12.938日 8.0ω-6.762日
誌藻土に対する相対有効度 2.155 0.480 1 
回帰方程式 Y=S+8.425(t-0.535)Y=5-0.801(t-6.50) Y=5十 3.073(t-2.720)
ただここで注意を要するのはソ速の IVANOVA(聞が燐酸第1鉄 F匂 (P04)2・8H20(藍鉄鉱
vivianite)の微粉が貯鞍害虫にたいして殺虫効巣があることを発表し℃やることである. 藍鉄鉱
はかっていまをさる40数年前仁川村多安二教授川が琵琶湖において，筆者が本実験にもちゃちた
澗泥の採集地，点I附近の澗底から発見している.したがってとの試料のなか仁燐酸第1鉄がふくまれて
いる可能性もあるわけであるが， 試料のX紘廻析をしていないからなんともいえなや. けれども筆者の
研究(聞によれば該物質の純品を使用してコクヌストモドキ仁たいする殺虫効巣を検討してみるとその
効巣はあまり強よいものではなく， この実験における海南島沖育泥とほぼ等しい程度であるからたと
え少量試料中仁燐酸鉄が混在していたと仮定しても雄松沖の琵琶湖々底堆積物微粉のZacher
効果を大きく左右するほどのものではないと判断して差支えない.
なお海洋性堆積物である青泥にはあまり効巣はなかったが， Si02の含有量99%にも達するといわ
れる放散虫軟泥について試験すればおそらく優秀な結果をしめすのではないかと考えるく1956，II， 
10). 
V.摘 要
(1)海底及湖底堆積物である琵琶湖々底泥土，海南島沖青泥ならび仁珪蔀土などの不活性微
粉をもちゃてコクヌストモドキ成虫 Tr必oliumcastaneumにたいする Zacher効巣につき実験を
おこなった.
(2)コクヌストモドキのとれら微粉にたいする感受性は作用時間のある1画数値にたいして正規分布
をなし， かっこのE規曲線をProbit怯によって1衣変換をなしてえられた，不完全型時間一
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殺虫率曲線 incompletetime'mortality c町 veの算定をおこなった.
(3)その結果つぎの殺虫効巣系列をえた.
琵琶湖身底堆積物〉珪藻土〉海南島沖青泥
もっとも強力な効果のあった琵琶湖徴紛のコクヌストモドキ仁たいする中央致死時聞は 3.428日
であり，珪藻土の2.155倍の相対有効度をしめした.
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